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犬
適
康
代
箋
ん
掌
缶
は

「
人
工
呼
吸
や
胸
部
圧
迫

鰻
鰻
絹
雛
壁
が
雛
鮒
針

伊
賀
と
名
張
震
災
想
定
し
防
災
訓
練

伊
賀
市
萱
町
と
名
張

市
桔
梗
が
丘
七
番
附
で
四

日
、
寮
災
憂
し
た
合

堅
訓
練
が
あ
り
、
災

膏
時
に
備
え
た
。

伊
賀
市
は
篭
城
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
主

催
。
十
二
地
区
の
澄
扇

千
五
百
人
が
参
加
し
た
。

防
災
無
線
で
棄
度
了
の

地
震
発
生
を
伝
え
、
住
民

た
ち
は
組
単
位
で
安
否
確

認
し
、
各
区
の
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
た
。
区
で
は
消

火
ホ
ー
ス
や
消
火
栓
の
位

置
確
認
、
防
災
倉
庫
内
の

発
電
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

な
ど
重
た
。

所
属
す
る
区
で
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
A
E

消
火
ホ
ー
ス
と
消
火
栓
の
蓋
を

す
る
住
民
た
ち
＝
伊
賀
市
柘
植
町
で

轟
が
満
ち
た
テ
ン
ト
を
菅
抜
け
た

参
加
者
甘
名
筆
宗
榎
が
丘
七
番
町
で

る
た
亀
貴
会
は
、
七
年

蘭
保
存
で
き
る
水
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ニ
章
玄
米
が

ゆ
l
袋
な
ど
七
薫
の
備

蓄
品
が
入
っ
た
「
白
い
小

箱
」
　
（
一
セ
ッ
ト
千
五
百

円
）
の
購
入
亀
城
住
民

を
対
象
に
募
っ
て
い
る
。

希
望
者
に
は
十
二
月
初
め

に
配
布
す
る
。

名
張
市
は
桔
梗
が
丘
畢

小
学
校
で
開
催
。
午
前
と

午
後
の
二
国
の
訓
練
に
計

三
百
九
十
人
が
参
加
し
、

班
に
分
か
れ
て
起
乗
車
に

乗
っ
た
り
、
桑
島
ち

た
テ
ン
ト
の
中
毒
り
抜

け
た
り
し
た
。
テ
ン
ト

帝
で
は
、
消
防
署
鼻
が

「
酸
素
濃
度
が
1
0
％
に
な

る
と
轟
が
も
う
ろ
う
と

す
る
」
な
ど
と
説
明
し

た。
起
乗
車
で
、
震
度
晶

と
6
強
を
体
感
し
た
会
社

員
の
森
山
亨
さ
ん
（
d
も
は

「
心
構
え
が
し
っ
か
り
で

き
る
の
で
貴
重
な
体
験
」

と
摂
り
返
っ
菟
∵

謝
華
は
括
榎
が
丘
第
二

ブ
ロ
ッ
ク
区
長
会
（
四
番

町
区
、
六
番
附
区
、
七
番

取
一
区
、
七
番
町
〓
区
、

八
番
町
一
区
）
の
主
催
。

県
防
災
課
や
壷
洞
防
暑

な
ど
が
協
力
し
た
。
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